
備 考

合　　　　計
（20）

－

（27）（14）（57）

220 11827

（2） （－）（118）

保健医療学部　診療放射線学科

0 41
保健医療学部　臨床検査学科

（8） （0）

保健医療学部　理学療法学科
8 5

（14） （2）

人年

（40）

　　年　月
第　年次

准教授

実験・実習

11 科目

40

（36） （0）

保健医療学部　作業療法学科

教授

計
51

保健医療学部　鍼灸学科

4
保健医療学部　臨床工学科

（5）

同一設置者内における
変 更 状 況
（定員の移行，名称の
変 更 等 ）

　大学院保健医療学研究科看護学専攻修士課程   （ 6）（平成31年4月届出）

（51） （18）

18 108

（13） （26）

2 0

（2）

（108）

31

（13）

13

（4）

7 362

（4） （10）

13

2

（2）（1）

（0） （9）

11

（11）

4

（36）

0 37

（3）

8

保健医療学部　看護学科

19

0 1

（5） （2）

人

（1）

109 科目 126 単位

12 2

2

（2）

0

（12）

（6）

14

－

新設学部等の名称

27 科目

演習

学　部　等　の　名　称

（2） （－）

修業
年限

学位又
は称号

入学
定員

学士(診療放
射線学)
(B.S. in
Radiological
Sciences)

2

（1）

106

人

6

人

01 1

（6）

人

（1）

人 年次
人

（0）

新
設
学
部
等
の
概
要

開設時期及
び開設年次

教育
課程

71 科目

計
卒業要件単位数

保健医療学部
　　診療放射線学科

新 設 学 部 等 の 名 称

保健医療学部
【Faculty of Health
Sciences】

80診療放射線学科
【Department of
Radiological Sciences】

計 80

編入学
定　員

4

所　在　地

（41）

収容
定員

令和2年4月
第1年次

大阪府大阪市住之江区
南港北1丁目26番16号

320

320

講義

1 45

（10）

（23）

234

（4）

4

5

兼 任
教 員 等

専任教員等

計助教

人

講師

（10）

人

新

設

分

既

設

分

（0）

助手

01

人

開設する授業科目の総数

－

（8） （19）

（7）

（5） （1）

（1）

（1） （0）

1

1

（4）

10

（0）（1）

（0）

2 －26

（0）

57 14

2

（2）

10

（2）

5 0 3 1 9

0

64

（－）

（64）

（45）

－

36

（31）

（37）

別記様式第２号（その１の１）

新 設 学 部 等 の 目 的

ｶﾞｯｺｳﾎｳｼﾞﾝ　ﾓﾘﾉﾐﾔｲﾘｮｳｶﾞｸｴﾝ

大 学 の 名 称

学部の学科の設置

森ノ宮医療大学　（ Morinomiya University of Medical Sciences ）

計 画 の 区 分

フ リ ガ ナ

学校法人　森ノ宮医療学園

基　本　計　画　書

設 置 者

大 学 本 部 の 位 置

【診療放射線学科】
医学及び理工学の幅広い専門的知識並びに最先端の放射線診療（診断と治療）技
術を修得し、医療従事者としての自覚及び倫理観をもち、患者様との間に良好な
信頼関係を構築できる能力を身につけた、より質の高い医療を提供できる診療放
射線技師を育成することを目的とする。

大 学 の 目 的

豊かな感性と高い倫理観に加え、チーム医療の実践に求められる幅広い知識・高
度な専門技術・コミュニケーション能力を有する専門職医療人を育成する。疾病
の予防と治療や健康の維持と増進に有用な科学的根拠を示し、現代医学と伝統医
学の双方を尊重した特色ある教育研究活動によって医学と医療の発展に寄与し、
広く社会に貢献する。これをもって、専門職業人養成と社会貢献の機能を果た
す。

基 本 計 画

事 項

フ リ ガ ナ ﾓﾘﾉﾐﾔｲﾘｮｳﾀﾞｲｶﾞｸ

記 入 欄

大阪府大阪市住之江区南港北1丁目26番16号

教

員

組

織

の

概

要

計

1



大学全体

大学全体

鍼灸学科

理学療法学科

看護学科

臨床検査学科

作業療法学科

臨床工学科

診療放射線学科

大学全体

1

（49）

個人研究室6室,
共同研究室1室4
人

特例措置の認定
により運動場機
能の代替措置を
講じる。
特区No.828（大
阪市）

（0）

19

（19） （68）

（57）

人

兼　　任

人

（9）（48）

（0）

48

（0）

私立大学等経常経費補助金、資産運用収入、雑収入等

共用する他の
学校等の専用

機械・器具 標本

－ 千円

－ 千円

大学全体
図書費には電子
ジャーナル・
データベースの
整備費（運用コ
ストを含む）を
含む。－ 千円

（1）

0

7

新設学部等の名称

（0） （0）

（10）

図 書 購 入 費

設 備 購 入 費

－ 千円

36,000千円

1,800千円 1,650 千円 1,650 千円 1,650 千円 － 千円 － 千円

1,800千円 1,710 千円 1,710 千円 1,710 千円 － 千円

0

68

 0  ㎡

（　　　　　0　㎡）

0　㎡

－ 千円－ 千円

（補助職員　人）

室

280千円

電子ジャーナル

32,171.51 ㎡

計

0　㎡

0　㎡

46　室

0　㎡

27,108.06 ㎡

1　室 0　室

0

経 費 の
見 積 り
及 び 維
持 方 法
の 概 要

第１年次

実験実習室

学術雑誌

教室等

人

280千円 280千円

専　　任

11

00

10

（11）

9 57

（0）

計

280千円

共 同 研 究 費 等

0　㎡0　㎡

体育館

106,000千円

－ 千円

36,000千円 － 千円

9,000千円

36,000千円

30,400〔1,740〕

9,000千円

1284.1 ㎡

区　分

図書館
面積

1027.17 ㎡

開設前年度 第１年次

新設学部等の名称 〔うち外国書〕〔うち外国書〕

計
49

教員１人当り研究費等
経費
の見
積り

学生１人当り
納付金

第４年次

9,000千円 9,000千円

14,000千円

第５年次

36,000千円

14,000千円

0

校
　
　
地
　
　
等

運 動 場 用 地

教
員
以
外
の
職
員
の
概
要

そ の 他 の 職 員

技 術 職 員

図 書 館 専 門 職 員

職　　　種

事 務 職 員

（　　27,108.06 ㎡）

32,171.51 ㎡

区　　　分

校 舎 敷 地

計

0　㎡

合 計

講義室

50　室

0　㎡

小 計

そ の 他 765.14 ㎡

保健医療学部
診療放射線学科 (29,200〔1,700〕)

（補助職員　人）

共用する他の
学校等の専用

906

専 任 教 員 研 究 室

図
書
・
設
備

　　　　19〔10〕

（877）

27,108.06 ㎡

専　　用

18　室

冊

保健医療学部診療放射線学科

校　　　舎

(29,200〔1,700〕)

（　　27,108.06 ㎡）

32,171.51 ㎡

0　㎡

情報処理学習施設

765.14 ㎡

視聴覚資料

30,400〔1,740〕

専　　用 共　　用

計

0　㎡

（　　　　　0　㎡）

点

1,695

〔うち外国書〕

室　　　数

　　　　19〔10〕

0  ㎡

32,936.65 ㎡0　㎡

共　　用

語学学習施設

点

0　㎡

演習室

図書

32,171.51 ㎡

32,936.65 ㎡

（1,695）

1,720 千円 － 千円 － 千円

1,800千円 1,640 千円 1,640 千円 1,640 千円 － 千円 － 千円

1,800千円 1,640 千円 1,640 千円 1,640 千円 － 千円 － 千円

275

点

（　435〔60〕）

（　435〔60〕）

　 　 440〔62〕

体育館以外のスポーツ施設の概要

（　19〔10〕）

906

閲覧座席数 収 納 可 能 冊 数

275

（275）

1,695

（　19〔10〕） （877） （1,695）

種

　 　 440〔62〕

面積

第３年次 第４年次

80,000 冊

第２年次 第６年次

274 席

第５年次

多目的スポーツ施設　 1

学生納付金以外の維持方法の概要

該当なし

1,720 千円

学部単位で特定
不能なため大学
全体の数

1,800千円 1,710 千円 1,710 千円 1,710 千円 － 千円 － 千円

1,800千円 1,640 千円 1,640 千円 1,640 千円 － 千円 － 千円

（275）

14,000千円 14,000千円 14,000千円

第６年次

－ 千円

1,800千円 1,720 千円

第３年次第２年次

2



平成30年度入学定
員増（10人）

平成30年度入学定
員増（10人）

所　在　地

名　　　称：森ノ宮医療大学附属施術所
目　　　的：鍼灸学科の学内臨床実習のため
所　在　地：大阪府大阪市住之江区南港北1丁目26番16号(森ノ宮医療大学内)
設置年月日：平成19年4月
規　模　等：床面積180㎡

　鍼灸学科

学位又
は称号

大 学 の 名 称

　臨床工学科 4

　看護学科 4 90

　臨床検査学科

340 学士(看護学)

学士(鍼灸学)

　理学療法学科 4 70

1.12 平成19年度

1.08 平成19年度

倍

開設
年度

学 部 等 の 名 称

60 － 120 学士(臨床工
学)

1.17 平成30年度

森ノ宮医療大学

－ 260 学士(理学療法
学)

4 60 － 240

人

収容
定員

入学
定員

定　員
超過率

1.26

修業
年限

編入学
定　員

年次
人

1.13

平成30年度4

4 160 学士(作業療法
学)

40 －

平成23年度

平成28年度

年 人

240 学士(臨床検査
学)

1.20

保健医療学研究科

　作業療法学科

3

平成28年度4 60 －

－ 1.06

1.25　医療科学専攻 博士(医療科
学)

附属施設の概要

－

大阪府大阪市住之江
区南港北1丁目26番16
号

　保健医療学専攻 2

2

6 － 12 修士(保健医療
学)

1.33 平成23年度

既
設
大
学
等
の
状
況

保健医療学部

3
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授業科目の名称 講義等の内容 備考

別記様式第２号（その３の１）

授 業 科 目 の 概 要

（保健医療学部診療放射線学科）

科目
区分

放射線安全管理学

　放射線安全管理学は、放射線の管理と防護の基本概念に関する知識を修
得し、医療現場で放射線被ばくの影響について説明できることを目標とす
る。特に放射線の人体への影響、放射線の測定と定量評価方法、個人被ば
くの管理、環境への放射線の影響、放射線疫学、事故時の対応などを教授
する。診療放射線技師として、放射線を安全に人体に照射し、放射線被ば
くの影響を最小限に留めるために必要な知識を身に付けさせ、診療放射線
技術を実践するための基礎的な能力を高めることを目指す。

放射線関係法規

　放射線関係法規は、医療における放射線・放射性物質の管理および防護
に関する法律・法令に関する知識を修得させることを目標とする。日本の
法的体系、医療法、診療放射線技師法、電離放射線障害防止法および関係
法規、薬事法その他の関係法規などについて教授する。業務として人体に
放射線を照射することができる診療放射線技師として知っておかなければ
ならない法令・規則等について必要な知識を修学させ、診療放射線技術を
実践するための基礎的な能力を高めることを目指す。

安全管理学実験

　安全管理学実験は、「放射線安全管理学」「放射線関係法規」「医療安
全管理学」で学ぶ医療における安全を確保する能力を身に付けさせること
を目標とする。特に放射線管理、リスクマネージメント、インシデント防
止、患者接遇について理解を深めさせる。また、実験内容を報告書にまと
めることで放射線安全管理および医療安全管理に関する必要な知識と専門
技術を修得させ、診療放射線技術を実践する能力を高めること、さらに医
療現場でのヒューマンエラーの防止と放射線被曝の影響について説明でき
るようになることを目指す。

医
療
安
全

管
理
学

医療安全管理学

　医療安全管理学は、放射線部門における医療安全のための知識を修得さ
せることを目標とする。医療における安全の確保のためのリスクマネージ
メント、インシデント防止、感染、患者接遇について教授する。診療放射
線技師として放射線の安全管理、放射線情報の運用・管理に取り組むだけ
でなく、医用安全の確保と質の向上を図るためインシデントによる健康被
害防止に必要な知識を身に付けさせ、診療放射線技術を実践するための基
礎的な能力を高めることを目指す。

臨床画像解剖学

　臨床画像解剖学は、MRI画像、超音波画像、眼底画像に関する画像解剖
学に必要な知識を修得させることを目標とする。MRI検査、超音波検査、
眼底検査における頭部、脊柱、体幹部、心臓・大血管、四肢、乳房、軟部
組織、歯・顎顔面、血管などＸ線画像と対比することで正常の画像解剖の
理解を深めさせる。さらに疾患画像の異常陰影についても教授する。臨床
画像の異常所見の判別および疾患の本態を把握するのに必要な知識を身に
付けさせ、診療放射線技術を実践するための基礎的な能力を高めることを
目指す。

臨床画像解析学

　臨床画像解析学は、医師の要求に対し、適切かつ良質な画像を提供する
知識を修得させることを目標とする。画像処理・画像解析、画像診断に必
要な病態生理学、臨床解剖学を理解させ、診療放射線業務を行う上で必要
な画像診断における読影補助について学修させる。適切な診療画像を医師
に提供するための診療放射線技師に要求される画像診断に必要な知識を身
に付けさせ、診療放射線技術を実践するための基礎的な能力を高めること
を目指す。

専
門
科
目

学
科
専
門
科
目
群

放
射
線
安
全

管
理
学

画
像
診
断

・
技
術
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授業科目の名称 講義等の内容 備考

別記様式第２号（その３の１）

授 業 科 目 の 概 要

（保健医療学部診療放射線学科）

科目
区分

臨床実習Ⅰ

　臨床実習Ⅰでは、主に画像診断分野に関する診療放射線技師の業務の流
れについて臨床の現場で確認し修得することを目標とする。医療現場にお
けるコミュニケーション、患者との対人関係、チーム医療、診療放射線技
師の役割と義務について学修する。臨床実習施設の臨床実習指導者と連携
し、Ｘ線単純撮影、造影検査、Ｘ線CT検査、MRI検査、核医学検査、超音
波検査など画像診断検査に必要な診療放射線技術を実践するための基礎能
力を向上させる。

臨床実習Ⅱ

　臨床実習Ⅱでは、主に放射線治療技術および放射線安全管理学分野に関
する診療放射線技師の業務の流れについて臨床の現場で確認し修得するこ
とを目標とする。放射線治療現場における患者とのコミュニケーションや
対人関係、チーム医療、診療放射線技師の役割と義務について学修する。
臨床実習施設の臨床実習指導者と連携し、放射線治療および放射線安全管
理などに必要な診療放射線技術を実践するための基礎能力を向上させるこ
とを目指す。

臨床実習Ⅲ

　臨床実習Ⅲでは、臨床実習Ⅰ・Ⅱを踏まえて総合的または専門的に診療
放射線技師の業務の流れについて臨床の現場で確認し修得することを目標
とする。放射線診療の各モダリティーにおける患者とのコミュニケーショ
ンや対人関係、チーム医療、診療放射線技師の役割と義務について学修す
る。臨床実習施設の臨床実習指導者と連携し、診断部門・放射線治療部門
それぞれで必要な診療放射線技術を実践するための基礎能力のさらなる向
上を目指す。

臨床実習ゼミナール

　臨床実習ゼミナールは、臨床実習に必要な診療放射線技術学に関する知
識を教授し、医療現場で実践できることを目標とする。実際の臨床現場で
必要となる診療放射線技術学、コミュニケーション能力、患者との対人関
係能力、チーム医療の実践について概説し、OSCEなど臨床技能教育を通し
て基本的な臨床技能について学修する。臨床の現場で診療放射線技師の業
務の流れやチーム医療の実践に必要な診療放射線技術を実践するための基
礎的な能力を高め、臨床実習に繋げていく。

診療画像技術学特講

　診療画像技術学特講は、「Ｘ線撮影技術学Ⅰ」「Ｘ線撮影技術学Ⅱ」
「Ｘ線機器工学」「放射線撮影技術学」「CT・MRI撮影技術学」「CT・MRI
機器工学」で学修した知識を基盤として、診療放射線技師として必要な診
療画像技術学について理解を深める。Ｘ線単純撮影、Ｘ線造影検査、Ｘ線
CT検査、MRI検査、超音波検査、眼底カメラ検査などの検査法、装置及び
被曝に関する知識と技術について体系づけを行う。さらに知識の整理と統
合化を図ることで診療放射線技術の問題解決能力を養うことを目標とす
る。

核医学・放射線治療学特講

　核医学・放射線治療学特講は、「核医学検査技術学Ⅰ」「核医学検査技
術学Ⅱ」「放射性薬品学」「放射線治療技術学Ⅰ」「放射線治療技術学
Ⅱ」「放射線治療学」で学修した知識を基盤として、診療放射線技師とし
て必要な「核医学検査技術学」と「放射線治療技術学」について理解を深
める。核医学検査技術、放射性医薬品、核医学検査、核医学データ解析、
癌医療の概念、腫瘍の病理、放射線治療などの放射線診断と治療に関する
知識と技術について体系づけを行う。さらに知識の整理と統合化を図るこ
とで診療放射線技術の問題解決能力を養うことを目標とする。

放射線技術学特講

　放射線技術学特講は、「放射線物理学」「放射線生物学」「放射化学」
「放射線計測学」「医用工学」「画像工学」「医療情報学」「医用画像情
報学」「放射線安全管理学」「医療安全管理学」「放射線関係法規」で学
修した知識を基盤として、診療放射線技師として必要な放射線技術学につ
いて理解を深める。画像形成、画質評価、画像解析、画像転送、医療情
報、放射線管理、医療安全、インシデント防止などの放射線診療を実践す
るために必要な知識と技術について体系づけを行う。さらに知識の整理と
統合化を図ることで診療放射線技術の問題解決能力を養うことを目標とす
る。

基礎医学特講

　基礎医学特講は、“人体の構造と機能及び疾病の成り立ち”で学んだ基
礎医学系科目の知識を基盤として、診療放射線技師として必要な基礎医学
について理解を深める。人体の構造、人体の機能、生化学、病理学、内科
学、外科学、薬理学など放射線診療に必要な知識について体系づけを行
う。さらに知識の整理と統合化を図ることで診療放射線技術の問題解決能
力を養うことを目標とする。
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授業科目の名称 講義等の内容 備考

別記様式第２号（その３の１）

授 業 科 目 の 概 要

（保健医療学部診療放射線学科）

科目
区分

先進核医学

　先進核医学は、核医学分野における先進科学技術の見識を広め、それら
の知識を応用する思考力を身に付けさせることを目的とする。これまで学
んだ核医学に関する知識を基盤として、先端技術に対応する基礎的な知識
と技術、さらに問題解決能力を系統的に教授する。診療放射線技師として
最新の医療技術に対応した最善の核医学検査技術を標準的に提供し、安全
を担保する。また、国民の福祉と社会の発展に寄与する専門領域における
十分な知識と経験を持ち、患者から信頼される標準的な診療放射線技術を
提供する専門放射線技師制度についても解説する。

先進放射線治療学

　先進放射線治療学は、放射線治療分野における先進科学技術の見識を広
め、それらの知識を応用する思考力を身に付けさせることを目的とする。
これまで学んだ放射線治療に関する知識を基盤として、先端技術に対応す
るために必要な基礎的な知識と技術、さらに問題解決方法を系統的に教授
する。診療放射線技師として最新の医療技術に対応した最善の放射線治療
技術を標準的に提供し、安全を担保することで、国民の福祉と社会の発展
に寄与する専門領域における十分な知識・経験を持ち、患者から信頼され
る標準的な診療放射線技術を提供する専門放射線技師制度についても解説
する。

先進画像解析学

　先進画像解析学は、診療画像技術および画像診断・技術分野における先
進科学技術の見識を広め、それらの知識を応用する思考力を身に付けさせ
ることを目的とする。これまで学んだ撮影技術学、臨床画像解析学、医用
画像情報学、画像工学に関する知識を基盤として、先端技術に対応するた
めに必要な基礎的な知識と技術、さらに問題解決方法を系統的に教授す
る。診療放射線技師として最新の医療技術に対応した最善の診療画像情報
を標準的に提供し、安全を担保することで、国民の福祉と社会の発展に寄
与する専門領域における十分な知識・経験を持ち、患者から信頼される標
準的な診療放射線技術を提供する専門放射線技師制度についても解説す
る。

先進医学

　先進医学は、医学・医療・保健分野における先進科学技術の見識を広め
ることを目的とする。“人体の構造と機能及び疾病の成り立ち”に関する
科目で学んだ知識を基盤として、先端技術に対応するために必要な基礎的
な知識と技術、さらに問題解決方法を系統的に教授する。診療放射線技師
として最新の医療技術に対応した最善の画像情報の提供と診断の補助を行
うため、研究開発段階の最新の医療機器、医療技術を含め、研究者やメー
カーの研究開発者から、発想から開発さらに発展について話を聴き見識を
広め、それらの知識を応用する思考力を身に付けさせることを目標とす
る。

卒業研究Ⅰ

　卒業研究Ⅰは、担当教員の指導を受けながら3年間で学んだ診療放射線
技術学を総括することを目的とする。担当教員と学生で研究課題を設定
し、調査･研究を行うことで基礎的な研究方法を総合的に教授する。設定
した研究課題について、文献調査、実験･計測、分析・解析、論文作成・
発表（中間発表）など研究に関する一連の流れを実践させる。診療放射線
技術学について自ら課題を設定し、調査・研究結果をまとめ公表すること
で基礎的な研究能力を養うとともに診療放射線技術学の確立を目指す。

卒業研究Ⅱ

　卒業研究Ⅱは、担当教員の指導を受けながら4年間で学んだ診療放射線
技術学を総括することを目的とする。卒業研究Ⅰで設定した研究テーマに
基づき調査･研究をより深化させるために卒業研究Ⅰで修得した研究方法
等を活用しより研究に関する理解を深めさせる。研究結果についてはこれ
までの研究プロセス（文献調査、実験･計測、分析・解析、論文作成な
ど）を基にアウトプットを作成し発表を行う。調査・研究結果をまとめ公
表することで基礎的な研究能力を養うとともに診療放射線技術学を総括さ
せる。
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補足資料

平成31年度
入学

定員

編入学

定員

収容

定員

入学

定員

編入学

定員

収容

定員
変更の事由

森ノ宮医療大学 森ノ宮医療大学

　保健医療学部 　保健医療学部　

鍼灸学科 60 ‐ 240 鍼灸学科 60 ‐ 240

理学療法学科 70 ‐ 280 → 理学療法学科 70 ‐ 280

看護学科 90 ‐ 360 看護学科 90 ‐ 360

臨床検査学科 60 ‐ 240 臨床検査学科 60 ‐ 240

作業療法学科 40 ‐ 160 作業療法学科 40 ‐ 160

臨床工学科 60 ‐ 240 臨床工学科 60 240

診療放射線学科 80 ‐ 320 学科の設置(届出)

380 1520 460 1840

森ノ宮医療大学大学院 森ノ宮医療大学大学院

　保健医療学研究科 保健医療学研究科

保健医療学専攻（Ｍ） 6 ‐ 12 → 保健医療学専攻（Ｍ） 6 ‐ 12

医療科学専攻（Ｄ） 2 ‐ 6 看護学専攻（Ｍ） 6 ‐ 12 専攻の設置(届出)

医療科学専攻（Ｄ） 2 ‐ 6

8 ‐ 18 14 ‐ 30

森ノ宮医療学園専門学校 森ノ宮医療学園専門学校

鍼灸学科 鍼灸学科

　　昼間部 90 ‐ 270 　　昼間部 80 ‐ 240 定員変更△10

　　夜間部 30 ‐ 90 　　夜間部 30 ‐ 90

柔道整復学科 → 柔道整復学科

　　昼間部 90 ‐ 270 　　昼間部 60 ‐ 180 定員変更△30

　　夜間部 30 ‐ 90 　　夜間部 30 ‐ 90

240 720 200 600計 計

学校法人森ノ宮医療学園　設置認可等に関わる組織の移行表

計 計

計 計

令和2年度
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